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計画の終焉

計画が好きな日本人

日本の社会は計画を重視する。とにかく計画どおりに

実行しようとする。これが社会の隅 ま々で貫徹している。

おかげで、電車は時刻表のとおりに運行している。飛行

機も日本の航空会社ならば予定時刻に出発する。飛行

機の乗客も、日本人ならばキチンと行列を作って整然と

乗り込む。全員が協力する姿は見事である。

本誌のような雑誌も予定どおりに発行される。新聞の

配達で、ある家に新聞を入れ忘れてしまったら、販売店

は平謝りをしなければならない。顧客が間違いのない配

達を期待しているからだ。

その反面で、意味のなくなった計画でも守られる。全

国各地で公共事業の中止が話題になっているのは、特

に議論が起こらなければ、計画されたとおりに継続され

てしまうからだ。公共事業のように大きな仕事でなくて

も、黙っていれば多くのことが自然に継続される。

計画を守ることは、もちろん社会的に意味がある。お

互いに計画を尊重していれば、社会は秩序正しく予定ど

おりに仕事が進む。これが、日本の高品質な工業製品を

背後で支えてきた。いわば日本社会の長所であった。そ

れが現在では裏目に出ているようなところがある。

計画経済は失敗

計画経済は社会主義のキーワードだ。今では支持す

る人が少ない。現代ならば産業連関表をコンピュータで

計算するという発想かもしれないが、昔の計画だから「紙

と鉛筆」を使う。その紙や鉛筆の生産もうまくいかなかっ

たのが計画経済の現実だ。

今となっては貴重な経験であるが、私は旧共産党時

代の東欧を旅行したことがある。ある国では紙は貴重な

ものであって、国外には持ち出し禁止となっていた。冗

談ではなく隣国のトイレットペーパーはひどかったという。

また鉛筆は輸出されていて西欧の文具店にも並んでい

たが、低価格に見合う品質でしかなかった。

計画経済は興味深い経済のモデルだが、現実には自

由経済に負けてしまった。この歴史の教訓は有用であ

る。経済活動のすべてを計画でカバーすることはできな

かった。

そのほかにも、世の中には事前に計画できないこと

がたくさんある。

計画研究はできない

私はNTT研究所に20年以上勤務して、今は大学で

仕事をしている。長年にわたって研究活動に従事してき

た。研究には、研究計画というのがつきものである。こ

れは企業の研究所でも大学でも同じだ。研究計画につ

いて何も説明をしなければ予算が確保できない。

ところで、研究というのは最初から全部を見通せるも

のではない。もし研究の全部が計画できるものならば、

その研究プロジェクトを遂行するまでもなく、結果がわか

っていることになる。そのような研究は不要だ。

つまり、研究における計画というのは、決して全部を

決めているものではない。あくまでも大枠を定めている

に過ぎない。この点において、まだ世の中では誤解があ

ると思う。計画がしっかりしている研究がよいという主張

が見られるからである。綺麗な作文が有用な研究成果

を保証するものではない。

試行錯誤はリスクを伴う

現在の日本を取り巻く状況は予断を許さない。時間の

経過とともに事態が悪化していると思う。ここで昨日と同

じ仕事を繰り返していたのでは、日本の明日はない。多

くの人が、そう考えている。しかし現実には、ほとんどの

日本人が昨日と同じ仕事を反復している。

新しい仕事は研究と同じだ。やってみなければわか

らない。つまり計画を立てにくい。ここで計画が好きな日

本社会とのギャップが目立ってしまう。

市場経済が計画経済に勝るのは事実としても、市場と

いうのは平穏ではない。たとえば株式市場を見ると、多

くの銘柄は実に細かく相場が変動している。その動きは

事前には計算できない。つまり計画できない。

研究、あるいは新しい事業というものは、市場におけ

る相場のように変動する。成功することも失敗することも

ある。スポーツの勝負のようなものである。1人の研究

者、あるいは1人の起業者にとっては、リスクを背負うこ

とになる。それが現実の世界だ。成功を約束する計画

というものは存在しない。

未来の予測は誰にもできない。未来を切り拓くには試

行錯誤というリスクをとる必要がある。計画を重視する

だけでなく、錯誤のリスクを覚悟しなければ、新しい明

日を迎えることができない。
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